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当連結会計年度におけるわが国経済は、復興需要やエコカー補助金等の政策効果により回復基調にあ

りましたが、欧州債務問題や新興国経済の成長鈍化により海外経済が減速したこと等から、足踏み状態

となりました。年度後半にかけては、長期的な円高水準からの脱却による輸出環境の改善、金融政策効

果などを背景に持ち直しの動きが見られましたが、引き続き海外経済の減速懸念など、先行き予断を許

さない状況が続きました。 

建設業界におきましては、公共建設投資は復興需要の影響により増加しましたが、民間建設投資は住

宅関連の建設投資が増加したものの、製造業の建設投資は低調に推移しました。また、建設技能労働者

の不足による労務費の高騰等、厳しい経営環境が続きました。 

このような状況の中で当社グループの業績は、連結売上高が前期比4.0％減の253,250百万円となりま

した。 

利益面につきましては、海外建設子会社の業績が好調であったことから売上総利益が増加しました

が、人件費等の増加により販売費及び一般管理費が増加し、営業利益は2,666百万円（前期比0.6％増）

となりました。経常損益につきましては、為替差益の発生等により経常利益4,307百万円（前期比

25.9％増）となり、当期純損益につきましては、投資有価証券売却益を特別利益に計上しましたが、法

人税等の計上により当期純利益3,411百万円（前期比24.9％増）となりました。 

報告セグメント等の業績は以下のとおりであります。（セグメントの業績については、セグメント間

の内部売上高又は振替高を含めて記載しております。） 

  

・土木事業 

当セグメントの売上高は、前期比4.6％増の94,494百万円となり、セグメント利益は前期比9.9％

増の2,734百万円となりました。 

・建築事業 

当セグメントの売上高は、前期比7.6％減の146,010百万円となり、セグメント損失は2,458百万

円（前期はセグメント損失2,339百万円）となりました。 

・不動産事業等 

当セグメントは主にグループ保有不動産の販売及び賃貸収入により構成されており、前期は再開

発物件の売却があったこと等により、セグメント売上高は前期比18.4％減の13,479百万円となり、

セグメント利益は前期比5.8％減の2,395百万円となりました。 

  

受注高および売上高の内訳につきましては、下記の通りであります。 

  

 

１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

① 当期業績の概要

【受注高】

連結 建設事業受注高 ２５８，２１６ 百万円 （前期比 ０．８％増）

単体 受注高 ２５６，０６０ 百万円 （前期比 ２．０％減）

 （うち不動産事業等 １１，３８６ 百万円） （前期比 １．４％増）

西松建設㈱　（1820）　平成25年３月期　決算短信

2



  

 
  

  

 
  

  

 

 （建設事業の内訳）

国内工事 ２１９，９５０ 百万円 （前期比 ８．０％増）

海外工事 ２４，７２３ 百万円 （前期比 ４６．５％減）

土木工事 １０９，１１０ 百万円 （前期比 １５．１％減）

建築工事 １３５，５６４ 百万円 （前期比 １１．６％増）

官公庁工事 ８６，８３５ 百万円 （前期比 ８．２％増）

民間工事 １５７，８３８ 百万円 （前期比 ７．０％減）

＜当社の主な受注工事＞

区分 発注者（敬称略） 工 事 名 場 所

土木

シンガポール 
パワーアセット

トランスミッションケーブルトンネル東西線 第３工区 シンガポール

国土交通省 
中部地方整備局

平成24年度 佐久間道路東栄地区第１トンネル新設工事 愛知県

国土交通省 
東北地方整備局

国道45号 小鎚地区トンネル工事 岩手県

福井県 河内川ダム建設工事（ダム本体工事） 福井県

建築

堺特定目的会社 （仮称）グッドマン堺新築工事 大阪府

学校法人玉川学園 （仮称）大学ＭＭＲＣ・食堂棟建設工事 東京都

医療法人徳洲会 医療法人徳洲会 名古屋徳洲会総合病院新築工事 愛知県

サッポロ不動産開発㈱ （仮称）サッポロ恵比寿ビル新築工事 東京都

【売上高】

連結 売上高 ２５３，２５０ 百万円 （前期比 ４．０％減）

 （うち不動産事業等 １４，００５ 百万円） （前期比 １９．１％減）

単体 売上高 ２３９，９７９ 百万円 （前期比 ５．３％減）

 （うち不動産事業等 １１，３８６ 百万円） （前期比 １．４％増）

 （建設事業の内訳）

国内工事 １９４，８０９ 百万円 （前期比 ３．９％減）

海外工事 ３３，７８４ 百万円 （前期比 １４．７％減）

土木工事 ９３，７７４ 百万円 （前期比 ５．４％増）

建築工事 １３４，８１８ 百万円 （前期比 １２．１％減）

官公庁工事 ７６，２１６ 百万円 （前期比 ９．４％減）

民間工事 １５２，３７６ 百万円 （前期比 ３．７％減）
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建設業界におきましては、公共建設投資は引き続き震災復興関連を中心に増加し、民間建設投資は企

業業績の回復に伴い緩やかに回復することが期待されるものの、海外経済の動向など予断を許さない状

況が続くことが予想されます。また、建設技能労働者の不足による労務費の高騰が続くことが懸念され

ます。 

このような状況を踏まえ、平成26年３月期の業績につきましては、下記のとおり見込んでおります。

  

   

 
  

＜当社の主な完成工事＞

区分 発注者（敬称略） 工 事 名 場 所

土木

香港特別行政区渠務署 香港西雨水トンネル工事 香港

中日本高速道路㈱
名古屋支社

舞鶴若狭自動車道 上中インターチェンジ工事 福井県

中日本高速道路㈱
東京支社

第二東名高速道路 相模川橋他５橋（下部工）工事 神奈川県

国土交通省 
近畿地方整備局

京都第二外環状道路西山トンネル灰方工区工事 京都府

建築

住友不動産㈱ （仮称）南平台町計画新築工事 東京都

武蔵小杉駅南口地区 
西街区市街地再開発組合

武蔵小杉駅南口地区西街区第一種市街地再開発事業 
施設建築物新築工事（第２期工事）

神奈川県

アメリカ合衆国 
国防総省空軍

横田基地住宅改修工事 第４期、５期 東京都

三井不動産 
レジデンシャル㈱

阿倍野Ｂ２地区第２種市街地再開発事業Ｄ４－１棟 
新築工事

大阪府

② 次期業績の見通し

（連 結）

建設事業受注高 ２５３，０００ 百万円 （前期比 ２．０％減）

売 上 高 ２９０，０００ 百万円 （前期比 １４．５％増）

（うち不動産事業等 １０，０００ 百万円） （前期比 ２８．６％減）

営業利益 ３，０００ 百万円 （前期比 １２．５％増）

経常利益 ３，０００ 百万円 （前期比 ３０．４％減）

当期純利益 ２，７００ 百万円 （前期比 ２０．９％減）

（単 体）

建設事業受注高 ２４２，０００ 百万円 （前期比 １．１％減）

売 上 高 ２７５，０００ 百万円 （前期比 １４．６％増）

（うち不動産事業等 ８，０００ 百万円） （前期比 ２９．７％減）

営業利益 ２，５００ 百万円 （前期比 ９９．９％増）

経常利益 ２，５００ 百万円 （前期比 １６．４％減）

当期純利益 ２，５００ 百万円 （前期比 １２．２％減）
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当連結会計年度末の資産につきましては、開発・不動産事業における賃貸物件等の取得による固定資

産の増加や株価上昇に伴う投資有価証券の増加等により、前連結会計年度末と比較して20,451百万円増

加（6.3％増）の342,974百万円となりました。 

負債につきましては、支払手形・工事未払金等の仕入債務が減少しましたが、未成工事受入金や借入

金の増加等により、前連結会計年度末と比較して8,860百万円増加（4.3％増）の214,537百万円となり

ました。 

純資産につきましては、その他有価証券評価差額金や利益剰余金の増加により、前連結会計年度末と

比較して11,591百万円増加（9.9％増）の128,436百万円となりました。 

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末と比較して1.1ポイント増加し、37.2％となりました。 

  

当連結会計年度末における現金及び現金同等物の残高は、47,865百万円と前連結会計年度末と比較し

て6,981百万円増加（17.1％増）となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益が4,862百万円となり、仕入債務の

減少や未成工事支出金の増加等により支出が増加しましたが、未成工事受入金の増加や販売用不動産等

のたな卸資産の減少等により、9,776百万円の収入超過（前連結会計年度は10,947百万円の支出超過）

となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、主に賃貸物件等の固定資産の取得により、10,770百万円の支

出超過（前連結会計年度は3,245百万円の収入超過）となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、主に借入による収入により、6,536百万円の収入超過（前連

結会計年度は15,127百万円支出超過）となりました。 

  

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 
（注）自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・ガバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

※各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

※有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、短期借入金、社債、新株予約権付社債

及び長期借入金を対象としております。また、営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー

計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用しております。利払いについては連結キャッシ

ュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

（２）財政状態に関する分析

① 資産、負債及び純資産の状況

② キャッシュ・フローの状況

平成21年
３月期

平成22年
３月期

平成23年
３月期

平成24年 
３月期

平成25年
３月期

自己資本比率（％） 26.0 28.0 34.4 36.1 37.2

時価ベースの自己資本比率（％） 3.7 8.2 11.0 16.7 12.4

キャッシュ・フロー対 
有利子負債比率（％）

－ 20.6 2.1 － 5.4

インタレスト・カバレッジ・ 
レシオ（倍）

－ 2.7 15.9 － 12.9
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業績及び内部留保の水準を総合的に勘案しながら、安定的かつ継続的に利益還元していくことを基本

方針としております。当期の期末配当金につきましては、１株につき４円とさせて頂く予定でありま

す。次期につきましても、引き続き１株につき４円の配当を行う予定であります。 

  

  

当社グループの事業に関するリスクについて、投資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性があると考

えられる主な事項は下記のとおりであります。ただし、当社グループに関する全てのリスクを網羅した

ものではありません。 

なお、文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものであ

ります。 

建設事業は請負形態をとっており、発注者が官公庁の場合は公共投資の予算により、民間の場合は

企業の設備投資などの動向により建設市場が著しく縮小した場合には、受注額が減少し、売上高に影

響を及ぼす可能性があります。 

当社グループは、取引先に関し厳格な審査の実施や信用不安情報の早期収集など、信用リスク回避

の方策を講じております。しかしながら、万が一発注者や協力会社などに信用不安が生じた場合に

は、資金の回収不能や工期に影響を及ぼし、予定外の費用が発生し、業績等に影響を及ぼす可能性が

あります。 

安全管理には万全を期しておりますが、施工中に予期せぬ重大事故が発生した場合には、業績や企

業評価に影響を及ぼす可能性があります。また、天候状況などの予期しない原因により災害が発生し

た場合にも、業績に影響を及ぼす可能性があります。 

東南アジアを中心に諸外国で事業を行なっているため、テロの発生及びその国の経済状況や政治状

況の変動、法制度などの変更が行なわれた場合には、業績等に影響を及ぼす可能性があります。ま

た、海外工事におきましては、設計変更や追加工事等により当初の工事スケジュールが延びるケース

もあり、発注者との交渉次第によっては業績に影響を与える可能性があります。 

品質管理には万全を期しておりますが、万が一欠陥が発生した場合には、顧客に対する信頼を失う

とともに、瑕疵担保責任による損害賠償が発生した場合には、業績に影響を及ぼす可能性がありま

す。 

金利水準の急激な上昇、為替相場の大幅な変動等が生じた場合には、業績等に影響を及ぼす可能性

があります。 

主要建設資材の高騰や建設技能労働者の不足による労務費の高騰により請負代金に反映することが

困難な場合には、業績に影響を及ぼす可能性があります。 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

（４）事業等のリスク

① 建設市場の動向

② 取引先の信用リスク

③ 重大事故の発生

④ カントリーリスク

⑤ 施工物の不具合（瑕疵担保リスク）

⑥ 金利水準及び為替相場の変動

⑦ 資材価格及び労務費の変動
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景気の減速による不動産市況の低迷や不動産ファンド等の破綻など、投資開発分野の事業環境に著

しい変化が生じた場合には、業績に影響を及ぼす可能性があります。 

販売用不動産、事業用不動産及び有価証券等の保有資産の時価又は収益性が著しく下落した場合に

は、業績等に影響を及ぼす可能性があります。 

当社グループの事業は、建設業法、建築基準法、宅地建物取引業法、国土利用計画法、都市計画

法、独占禁止法等により法的な規制を受けております。当社グループにおいて違法な行為があった場

合や、これらの法律の改廃、法的規制の新設、適用基準の変更があった場合には、当社グループの業

績等に影響を及ぼす場合があります。また、当社グループに対する訴訟等について、当社グループ側

の主張・予測と相違する結果となった場合には、業績等に影響を及ぼす可能性があります。 

事業上必要な一部の資金調達について財務制限条項が付加されておりますので、それに抵触した場

合には期限の利益を喪失する可能性があり、約定の返済期限より前に残元本及び利息等を返済する義

務が発生する可能性があります。 

  

⑧ 投資開発事業リスク

⑨ 保有資産の価格及び収益性の変動

⑩ 法的規制等

⑪ 財務制限条項について

西松建設㈱　（1820）　平成25年３月期　決算短信

7



当社グループは、当社、子会社11社、関連会社10社で構成され、建設事業及び不動産事業を主な事業の

内容としております。 

当社グループの事業に係わる位置づけ及び報告セグメントとの関連は下記のとおりであります。 
  

（建設事業） 

・当社及び連結子会社である泰国西松建設㈱、関連会社の西豊工業㈱他１社が営んでおり、当社はこれらの

会社に工事の一部を発注することがあります。 

（不動産事業等） 

・当社及び連結子会社である西松地所㈱他１社、非連結子会社の嶋静商事㈱、関連会社の浜松中央西ビル㈱

他１社は、不動産の販売・賃貸・管理等を営んでおります。 

・Cascade Funding(HK)Limitedは、事業目的を終了したため清算手続き中であります。 

・非連結子会社である㈱ＳＰＣ地球研サービス他１社及び関連会社５社は、ＰＦＩ事業の主体企業でありま

す。 

・資材関連の連結子会社である㈱コンケムは、建設資材の製造・販売を行っており、当社はこれらの一部を

購入することがあります。 

・その他、連結子会社の㈱健康科学医療センターは医療施設の賃貸・管理等を、西松投資有限公司は香港で

の外貨建て投資資産の運用・管理を、㈱サイテックファームは野菜の生産・販売等を行っております。関

連会社の中央環境資源開発㈱は、アスベスト含有建材の無害化処理等を目的としております。なお、㈱健

康科学医療センターの施設は平成25年2月に売却しております。 
  

 

２．企業集団の状況
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建設業は、人々の夢を実現するための生活環境を創造し、活力ある社会経済の発展を支え、豊かな国土

と自然環境を守るための根幹をなす産業であります。 

当社では、一人ひとりがＣＳＲの実践者となり、日常業務の中ですべてのステークホルダーを意識して

行動することを目指します。自由闊達で風通しの良い社内風土のもと、会社と社員が互いに信頼しあい、

ステークホルダーの皆様とＷｉｎ－Ｗｉｎの関係を実現する『すべての人を大切に想う』ＣＳＲ経営を実

践していきます。 

  

当社グループが推し進めています「中期経営計画2014（2012年度～2014年度）」は、以下の３つを柱

として収益基盤の強化を図っております。 

○ 顧客・組織・人材に重点を置いた安定的収益基盤の構築 

○ 海外建設事業・開発不動産事業を中心とした新たな事業の柱の確立 

○ 計画～維持管理に至る一気通貫事業モデルの確立 

中期経営計画の初年度は、建設事業につきましては、リスク管理及び低採算工事の排除を徹底し、海

外子会社も含め約2,600億円の受注を、土木・建築工事バランス良く確保することができました。海外

建設事業におきましては、昨年の香港進出50周年に引き続き、本年はタイ国進出50周年を迎えるなど、

着実に信頼と実績を積み重ねております。開発・不動産事業につきましては、優良な不動産への積極的

な投資による安定的収益の確保と、保有不動産のCRE事業の本格的取り組みを開始しました。また、新

規事業につきましては、玉川大学との産学連携で取り組んでいるダイレクト冷却式ハイパワーLEDによ

る野菜生産販売事業を、子会社の㈱サイテックファームを設立して開始し、本年2月より首都圏の小田

急線沿線のスーパーマーケットにおいてリーフレタスの一般販売をするなど、各事業部門において着実

な成果を上げることが出来ました。 

しかしながら、建設事業におきましては、一部工事が採算悪化を招くなど、当社の主たる事業部門に

おける安定的な収益確保に若干課題が残りました。これに対処するため、本社・支社及び支店における

組織的な現場支援をより一層充実させ、工程・品質・原価管理等におけるリスク管理を徹底し、トータ

ルコスト削減に努めるとともに、西松建設協力会（N-NET）との連携強化によるサプライチェーンの充

実を図り、事業競争力と収益基盤の強化を図ってまいります。 

当社は、主力の国内建設事業における安定的受注及び収益の獲得、海外建設事業と開発不動産事業の

強化・拡充、新規事業分野における新たなビジネスチャンスの発掘に引き続き計画的に取り組み、企業

価値の向上を図ってまいります。 

  

『中期経営計画2014 最終年度 連結目標値』 

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）中長期的な会社の経営戦略および対処すべき課題

（３）目標とする経営指標

2014年度目標値
（平成26年度）

建設事業受注高 ２，６００ 億円

売  上  高
（うち不動産事業等）

２，７７０ 億円

（７０ 億円）

営 業 利 益 ３５ 億円

経 常 利 益 ３５ 億円
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 ※2  40,884 47,965

受取手形・完成工事未収入金等 ※6  113,082 ※6  110,724

有価証券 ※2  69 －

未成工事支出金 ※4  23,551 26,444

販売用不動産 ※2  9,917 6,327

不動産事業支出金 2,057 2,195

材料貯蔵品 332 270

繰延税金資産 31 26

立替金 18,102 12,986

その他 6,634 4,356

貸倒引当金 △723 △561

流動資産合計 213,940 210,737

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物 ※2  52,454 ※2  55,020

機械、運搬具及び工具器具備品 9,343 9,063

土地 ※2  34,324 ※2  42,029

リース資産 279 238

建設仮勘定 52 56

減価償却累計額 △38,715 △38,941

有形固定資産合計 57,739 67,467

無形固定資産 1,191 1,010

投資その他の資産   

投資有価証券 ※1, ※2  45,980 ※1, ※2  60,149

長期貸付金 620 646

その他 4,827 3,383

貸倒引当金 △1,775 △419

投資その他の資産合計 49,652 63,760

固定資産合計 108,583 132,237

資産合計 322,523 342,974
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 ※6  98,049 ※6  88,759

短期借入金 ※2  23,623 17,306

1年内償還予定の社債 75 150

未払法人税等 143 451

未成工事受入金 17,194 23,554

完成工事補償引当金 2,037 1,541

賞与引当金 664 935

工事損失引当金 ※4  4,320 3,224

不動産事業等損失引当金 2 15

損害賠償損失引当金 389 －

資産除去債務 20 －

預り金 ※2  16,904 ※2  13,796

その他 6,315 8,237

流動負債合計 169,741 157,971

固定負債   

社債 1,125 975

長期借入金 19,923 34,476

繰延税金負債 8,043 12,538

退職給付引当金 2,939 4,142

環境対策引当金 225 226

資産除去債務 178 108

その他 ※2  3,501 ※2  4,098

固定負債合計 35,936 56,566

負債合計 205,677 214,537

純資産の部   

株主資本   

資本金 23,513 23,513

資本剰余金 20,780 20,780

利益剰余金 65,500 67,801

自己株式 △226 △242

株主資本合計 109,567 111,853

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 7,354 16,135

為替換算調整勘定 △503 △360

その他の包括利益累計額合計 6,850 15,775

少数株主持分 427 808

純資産合計 116,845 128,436

負債純資産合計 322,523 342,974
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
 連結損益計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

売上高   

完成工事高 246,608 239,245

不動産事業等売上高 17,320 14,005

売上高合計 263,928 253,250

売上原価   

完成工事原価 ※2  235,172 ※2  227,008

不動産事業等売上原価 ※1  13,827 ※1  10,626

売上原価合計 248,999 237,635

売上総利益   

完成工事総利益 11,436 12,236

不動産事業等総利益 3,493 3,378

売上総利益合計 14,929 15,615

販売費及び一般管理費 ※3  12,277 ※3  12,948

営業利益 2,651 2,666

営業外収益   

受取利息 129 149

受取配当金 1,213 708

為替差益 － 1,198

貸倒引当金戻入額 1,170 123

その他 370 597

営業外収益合計 2,884 2,776

営業外費用   

支払利息 1,063 717

為替差損 343 －

資金調達費用 371 190

その他 338 227

営業外費用合計 2,115 1,135

経常利益 3,420 4,307

特別利益   

固定資産売却益 ※5  269 ※5  125

投資有価証券売却益 1,047 764

特別利益合計 1,316 889

特別損失   

投資有価証券売却損 － 121

投資有価証券評価損 308 13

環境対策引当金繰入額 1 0

損害賠償損失 － 131

完成工事補償損失 ※6  1,564 －

その他 465 66

特別損失合計 2,339 334

税金等調整前当期純利益 2,397 4,862

法人税、住民税及び事業税 296 1,258

過年度法人税等 － 201

法人税等調整額 △711 △384

法人税等合計 △414 1,075

少数株主損益調整前当期純利益 2,812 3,786

少数株主利益 79 375

当期純利益 2,732 3,411
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 連結包括利益計算書 
(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日
 至 平成25年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 2,812 3,786

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 790 8,781

為替換算調整勘定 △90 211

その他の包括利益合計 ※1, ※2  700 ※1, ※2  8,993

包括利益 3,512 12,779

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 3,464 12,335

少数株主に係る包括利益 48 444
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（３）連結株主資本等変動計算書 
(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日
 至 平成25年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 23,513 23,513

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 23,513 23,513

資本剰余金   

当期首残高 20,780 20,780

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 20,780 20,780

利益剰余金   

当期首残高 63,877 65,500

当期変動額   

剰余金の配当 △1,109 △1,108

当期純利益 2,732 3,411

自己株式の処分 △0 △0

連結範囲の変動 － △0

当期変動額合計 1,622 2,301

当期末残高 65,500 67,801

自己株式   

当期首残高 △226 △226

当期変動額   

自己株式の取得 △2 △15

自己株式の処分 1 0

当期変動額合計 △0 △15

当期末残高 △226 △242

株主資本合計   

当期首残高 107,945 109,567

当期変動額   

剰余金の配当 △1,109 △1,108

当期純利益 2,732 3,411

自己株式の取得 △2 △15

自己株式の処分 0 0

連結範囲の変動 － △0

当期変動額合計 1,621 2,286

当期末残高 109,567 111,853

西松建設㈱　（1820）　平成25年３月期　決算短信

14



(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 6,563 7,354

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 790 8,781

当期変動額合計 790 8,781

当期末残高 7,354 16,135

為替換算調整勘定   

当期首残高 △444 △503

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △58 142

当期変動額合計 △58 142

当期末残高 △503 △360

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 6,118 6,850

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 732 8,924

当期変動額合計 732 8,924

当期末残高 6,850 15,775

少数株主持分   

当期首残高 379 427

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 47 380

当期変動額合計 47 380

当期末残高 427 808

純資産合計   

当期首残高 114,444 116,845

当期変動額   

剰余金の配当 △1,109 △1,108

当期純利益 2,732 3,411

自己株式の取得 △2 △15

自己株式の処分 0 0

連結範囲の変動 － △0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 779 9,304

当期変動額合計 2,401 11,591

当期末残高 116,845 128,436
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 
(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日
 至 平成25年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 2,397 4,862

減価償却費 1,821 1,757

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,169 △123

工事損失引当金の増減額（△は減少） △3,604 △1,096

不動産事業等損失引当金の増減額（△は減少） △1,294 13

損害賠償損失引当金の増減額（△は減少） － △389

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,272 1,203

受取利息及び受取配当金 △1,343 △857

支払利息 1,063 717

投資有価証券売却損益（△は益） △1,047 △642

固定資産売却損益（△は益） △249 △124

売上債権の増減額（△は増加） △23,785 2,543

未成工事支出金の増減額（△は増加） 6,129 △2,856

その他のたな卸資産の増減額（△は増加） 3,300 3,530

その他の資産の増減額（△は増加） △2,169 6,639

仕入債務の増減額（△は減少） 15,121 △9,460

未成工事受入金の増減額（△は減少） △7,076 6,207

その他の負債の増減額（△は減少） △863 △641

その他 627 △987

小計 △10,869 10,293

利息及び配当金の受取額 1,357 865

利息の支払額 △1,184 △758

法人税等の支払額 △250 △624

営業活動によるキャッシュ・フロー △10,947 9,776

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △1,072 △1,398

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による
収入

1,459 1,708

有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,105 △12,202

有形及び無形固定資産の売却による収入 621 909

貸付けによる支出 △733 △1,056

貸付金の回収による収入 3,360 1,321

定期預金の純増減額（△は増加） 350 △100

その他の支出 △489 △378

その他の収入 854 427

投資活動によるキャッシュ・フロー 3,245 △10,770
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △12,412 1,942

長期借入れによる収入 20,000 20,000

長期借入金の返済による支出 △20,845 △14,237

社債の償還による支出 － △75

少数株主からの払込みによる収入 － 18

配当金の支払額 △1,108 △1,109

少数株主への配当金の支払額 △0 △1

その他 △759 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △15,127 6,536

現金及び現金同等物に係る換算差額 △166 1,517

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △22,995 7,061

現金及び現金同等物の期首残高 63,880 40,884

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ △80

現金及び現金同等物の期末残高 ※1  40,884 ※1  47,865
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    該当事項なし。 

  

    (1) 連結子会社の数及び主要な連結子会社の名称 

        連結子会社の数  ７社 

        主要な連結子会社の名称  西松地所㈱、泰国西松建設㈱ 

 なお、Cascade Funding(HK)Limitedは重要性がなくなったため連結の範囲から除外している。ま

た、新規設立に伴い㈱サイテックファームを連結子会社に含めている。 

    (2) 主要な非連結子会社の名称等 

        主要な非連結子会社の名称  ㈱ＳＰＣ地球研サービス、新浦安駅前ＰＦＩ㈱ 

        連結の範囲から除いた理由 

  非連結子会社は、いずれも小規模会社であり、合計の総資産、売上高、当期純損益(持分に見合

う額)及び利益剰余金(持分に見合う額)等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていな

いため、連結の範囲から除外している。 

  

    (1) 持分法を適用した非連結子会社及び関連会社の名称等 

          非連結子会社及び関連会社に対する投資について持分法を適用していない。 

  

    (2) 持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社の名称等 

        主要な会社等の名称 

          非連結子会社    ㈱ＳＰＣ地球研サービス、新浦安駅前ＰＦＩ㈱ 

          関連会社        浜松中央西ビル㈱、㈱増永組 

        持分法を適用していない理由 

  持分法非適用の非連結子会社及び関連会社は、それぞれ当期純損益及び利益剰余金等に及ぼす影

響が軽微であり、かつ、全体としても重要性がないため、持分法の適用から除外している。 

  

  連結子会社である泰国西松建設㈱、西松投資有限公司の決算日は12月31日であり、連結財務諸表の

作成に当たっては同決算日現在の財務諸表を使用している。ただし、１月１日から連結決算日３月31

日までの期間に発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行っている。 

 また、その他の連結子会社の事業年度は、連結財務諸表提出会社と同一である。 

  

    (1) 重要な資産の評価基準及び評価方法 

      ① 有価証券の評価基準及び評価方法 

          満期保有目的の債券    償却原価法（定額法） 

          その他有価証券 

            時価のあるもの      決算期末日の市場価格等に基づく時価法 

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法に

より算定） 

（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

  １．連結の範囲に関する事項

  ２．持分法の適用に関する事項

  ３．連結子会社の事業年度等に関する事項

  ４．会計処理基準に関する事項

西松建設㈱　（1820）　平成25年３月期　決算短信

18



            時価のないもの      移動平均法による原価法 

      ② デリバティブの評価基準及び評価方法 

          時価法 

      ③ たな卸資産の評価基準及び評価方法 

          未成工事支出金        個別法による原価法 

          販売用不動産          個別法による原価法 

（連結貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により

算定） 

          不動産事業支出金      個別法による原価法 

（連結貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により

算定） 

          材料貯蔵品            移動平均法による原価法 

（連結貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により

算定） 

  

    (2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

      ① 有形固定資産（リース資産を除く） 

          主として定率法を採用している。 

  ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備を除く)については、定額法を採用

している。 

      ② 無形固定資産 

          定額法を採用している。 

  ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法

によっている。 

      ③ リース資産 

  所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産は、リース期間を耐用年数とし、残存

価額を零とする定額法を採用している。 

  

    (3) 重要な引当金の計上基準 

      ① 貸倒引当金 

  売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念

債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上している。 

      ② 完成工事補償引当金 

  完成工事にかかる瑕疵補修等の費用に充てるため、過去の一定期間における補償実績率による算

定額及び特定物件における将来の補修見込額を計上している。 

      ③ 賞与引当金 

  従業員に対して支給する賞与に充てるため、支給見込額に基づき計上している。 

      ④ 退職給付引当金 

  従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額

に基づき計上している。 

  過去勤務債務は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(10年)による定額法

により費用処理している。 

  数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の

年数(10年)による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理するこ
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ととしている。 

      ⑤ 工事損失引当金 

  将来損失の発生が見込まれる工事について、その損失額が合理的に見積ることができる場合に、

その損失見込額を計上している。 

      ⑥ 不動産事業等損失引当金 

  将来損失の発生が見込まれる不動産事業等について、その損失額が合理的に見積ることができる

場合に、その損失見込額を計上している。    

      ⑦ 環境対策引当金 

 「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」により今後発生が見込ま

れるＰＣＢ廃棄物の処理費用に充てるため、当該処理費用見込額を計上している。 

  

    (4) その他連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

      ① 完成工事高及び完成工事原価の計上基準 

  工事の進行途上において、その進捗部分について成果の確実性が認められる場合は工事進行基準

を、その他の工事は工事完成基準を適用している。連結会計年度末における工事進捗度の見積方法

は、工事進行基準における原価比例法を適用している。 

  なお、工事進行基準による完成工事高は、227,381百万円である。 

      ② ヘッジ会計の方法 

  ヘッジ会計の方法は、原則として繰延ヘッジ処理によっている。なお、振当処理の要件を満たし

ている為替予約については振当処理に、特例処理の要件を満たす金利スワップについては特例処理

によっている。 

      ③ 消費税等の会計処理 

  消費税及び地方消費税に相当する額の会計処理は、税抜方式によっている。 

      ④ 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

  連結キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、手許現金、随時引き出し

可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得

日から３か月以内に償還期限の到来する短期投資からなる。 

  

 当社及び一部の国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成24年４月

１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更し

ている。 

 なお、この変更により損益に与える影響は軽微である。 

  

 ・「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号  平成24年５月17日) 

 ・「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第25号  平成24年５月17日) 

  (1) 概要 

 本会計基準等は、財務報告を改善する観点及び国際的な動向を踏まえ、未認識数理計算上の差異

及び未認識過去勤務費用の処理方法、退職給付債務及び勤務費用の計算方法並びに開示の拡充を中

心に改正されたものである。 

  

  (2) 適用予定日 

 平成26年３月期の期末より適用予定である。ただし、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の改

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

(未適用の会計基準等)
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正については、平成27年３月期の期首より適用予定である。 

  

  (3) 当該会計基準等の適用による影響 

 影響額は、当連結財務諸表の作成時において評価中である。 

  

 (連結損益計算書関係） 

 前連結会計年度において独立掲記していた「特別損失」の「固定資産売却損」は、金額的重要性

が乏しくなったため、当連結会計年度より「その他」に含めて表示している。この表示方法の変更

を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替を行っている。 

 この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「特別損失」の「固定資産売却損」に表

示していた19百万円は、「その他」として組み替えている。 

   

 (連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

 前連結会計年度において独立掲記していた「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「環境対策

引当金の増減額（△は減少）」は、金額的重要性が乏しくなったため、当連結会計年度より「その

他の負債の増減額（△は減少）」に含めて表示している。この表示方法の変更を反映させるため、

前連結会計年度の連結財務諸表を組替を行っている。 

 この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッ

シュ・フロー」の「環境対策引当金の増減額（△は減少）」に表示していた1百万円は、「その他

の負債の増減額（△は減少）」として組み替えている。 

   

※１ このうち非連結子会社及び関連会社に対する金額は、次のとおりである。 

 
  

※２ (1) 次の債務に対して、下記の資産を担保に供している。 

   

 
  

(表示方法の変更)

(連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度 
(平成25年３月31日)

投資有価証券(株式) 370百万円 853百万円

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度 
(平成25年３月31日)

(担保差入資産）

販売用不動産 895百万円 －百万円

建物・構築物 3,202 937

土地 4,250 94

計 8,348 1,031

(対応する債務）

短期借入金 7,194百万円 －百万円

預り金 82 82

その他固定負債 800 718

計 8,077 800
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(2) 下記の資産は、関連会社等の借入金の担保に供している。 

 
  

(3) 下記の資産は、工事契約保証金に供している。 

 
  

(4) 下記の資産は、営業保証の担保に供している。 

 
  

(5) 下記の資産は、住宅建設瑕疵担保保証の担保に供している。 

 
  

３ 保証債務 

(1) 従業員の金融機関からの住宅取得資金借入に対し債務保証を行っている。 

 
  

(2) 連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っている。 

 
  

(3) 下記の会社のマンション売買契約手付金の返済債務について保証を行っている。 

 
  

※４  損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支出金と工事損失引当金は、相殺せずに両建てで表

示している。 

工事損失引当金に対応する未成工事支出金の額 

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度 
(平成25年３月31日)

建物・構築物 848百万円 827百万円

土地 36 36

投資有価証券 172 174

計 1,057 1,039

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度 
(平成25年３月31日)

現金預金 323百万円 －百万円

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度 
(平成25年３月31日)

有価証券 54百万円 －百万円

投資有価証券 － 54

計 54 54

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度 
(平成25年３月31日)

投資有価証券 287百万円 300百万円

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度 
(平成25年３月31日)

213百万円 163百万円

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度 
(平成25年３月31日)

ハイネスコーポレーション㈱ 11百万円 －百万円

泉南生活協同組合 5 －

仙台市荒井西 
土地区画整理組合

－ 280

計 17 280

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度 
(平成25年３月31日)

㈱ＧＡパートナーズ 36百万円 －百万円

㈱マリモ 124 －

計 161 －

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度 
(平成25年３月31日)

32百万円 －百万円
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５ 当社及び一部の連結子会社は、運転資金の効率的な調達を行うため、貸出コミットメント契約を締結

している。  

 
  

※６  期末満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理している。なお、当連結会計年度

末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、期末残高に含まれている。 

 
  

※１ 期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が不動産事業等

売上原価に含まれている。 

 
  

※２ 完成工事原価に含まれる工事損失引当金繰入額は、次のとおりである。 

 
  

※３ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりである。 

 
  

４ 研究開発費 

一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費の総額は、次のとおりである。 

 
  

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度 
(平成25年３月31日)

貸出コミットメント総額 16,630百万円 16,614百万円

当連結会計年度末の借入実行残高 － －

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度 
(平成25年３月31日)

受取手形 222百万円 121百万円

支払手形 12 44

(連結損益計算書関係)

前連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

110百万円 0百万円

前連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

1,802百万円 1,018百万円

前連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

従業員給料手当 6,008百万円 6,577百万円

退職給付費用 1,214 1,080

賞与引当金繰入額 237 128

前連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

812百万円 1,015百万円
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※５ 固定資産売却益の内訳は次のとおりである。 

 
  

※６ 完成工事補償損失 

前連結会計年度 (自 平成23年４月１日  至 平成24年３月31日)  

国内完成工事における大規模瑕疵補修に伴う損失処理額を計上している。なお、このうち完成工事補

償引当金繰入額は1,203百万円である。 

  

当連結会計年度 (自 平成24年４月１日  至 平成25年３月31日) 

   該当事項なし。 

  

※１  その他の包括利益に係る組替調整額 

（百万円）

 
  

※２  その他の包括利益に係る税効果額 

（百万円）

前連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

建物・構築物 64百万円 118百万円

機械 15 6

土地 185 －

その他 3 0

計 269 125

(連結包括利益計算書関係)

前連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

その他有価証券評価差額金

  当期発生額 1,328 13,740

  組替調整額 △764 △75

  計 564 13,664

為替換算調整勘定

  当期発生額 △90 211

税効果調整前合計 474 13,876

  税効果額 226 △4,882

その他の包括利益合計 700 8,993

前連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

その他有価証券評価差額金

  税効果調整前 564 13,664

  税効果額 226 △4,882

  税効果調整後 790 8,781

為替換算調整勘定

  税効果調整前 △90 211

  税効果額 － －

  税効果調整後 △90 211

その他の包括利益合計

  税効果調整前 474 13,876

  税効果額 226 △4,882

  税効果調整後 700 8,993
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（注）１ 増加株式数16千株は、単元未満株式の買取によるものである。 

２ 減少株式数4千株は、単元未満株式の買増請求による売渡しによるものである。 

  

   

   
  
  

 
  

 
（注）１ 増加株式は、単元未満株式の買取による増加12千株と所在不明株主の株式買取による増加115千株である。

２ 減少株式は、単元未満株式の買増請求による売渡しによるものである。 

  

   

   

  

(連結株主資本等変動計算書)

前連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日）

１ 発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類
当連結会計年度期首 
株式数（千株）

当連結会計年度
増加株式数（千株）

当連結会計年度
減少株式数（千株）

当連結会計年度末
株式数（千株）

普通株式 277,957 ─ ─ 277,957

２ 自己株式の種類及び株式数に関する事項

株式の種類
当連結会計年度期首 
株式数（千株）

当連結会計年度
増加株式数（千株）

当連結会計年度
減少株式数（千株）

当連結会計年度末
株式数（千株）

普通株式 698 16 4 710

３ 配当に関する事項

 (1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成23年6月29日 
定時株主総会

普通株式 1,109 4.00 平成23年3月31日 平成23年6月30日

 (2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年6月28日 
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 1,108 4.00 平成24年3月31日 平成24年6月29日

当連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

１ 発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類
当連結会計年度期首 
株式数（千株）

当連結会計年度
増加株式数（千株）

当連結会計年度
減少株式数（千株）

当連結会計年度末
株式数（千株）

普通株式 277,957 ─ ─ 277,957

２ 自己株式の種類及び株式数に関する事項

株式の種類
当連結会計年度期首 
株式数（千株）

当連結会計年度
増加株式数（千株）

当連結会計年度
減少株式数（千株）

当連結会計年度末
株式数（千株）

普通株式 710 128 2 835

３ 配当に関する事項

 (1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成24年6月28日 
定時株主総会

普通株式 1,108 4.00 平成24年3月31日 平成24年6月29日

 (2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年6月27日 
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 1,108 4.00 平成25年3月31日 平成25年6月28日
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※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

 
  

１  報告セグメントの概要 

  (1)報告セグメントの決定方法 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

る。 

当社は、本社に土木事業本部、建築事業本部、開発・不動産事業本部を置き、それぞれ国内及び海

外の土木工事、建築工事、並びに不動産事業について包括的に管理を行って、事業活動を展開してい

る。 

従って、当社は各本部を基礎とした事業別のセグメントから構成されており、「土木事業」、「建

築事業」並びに「不動産事業等」の３つを報告セグメントとしている。 

  

  (2)各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類 

   土木事業：土木工事の請負および土木工事に関連する事業 

   建築事業：建築工事の請負および建築工事に関連する事業 

   不動産事業等：不動産の賃貸・販売、資材販売、資産管理等の事業 

  

  (3)報告セグメントの変更等に関する事項 

当連結会計年度より、社内組織体制の変更に伴い業績評価方法を見直したため、報告セグメントの

区分及びセグメント利益の測定方法を変更している。  

従来、「建設事業（土木）」「建設事業（建築）」「不動産事業等」の３事業に区分していたが、

当連結会計年度より、建設部門をそれぞれ「土木事業」「建築事業」と改め、「不動産事業等」に含

めていた兼業事業の一部（調査・設計業務など、工事の請負ではない建設部門の関連事業）をそれぞ

れ該当するセグメントに含めている。 

また、従来、全社費用については各報告セグメントに配分していなかったが、当連結会計年度より

各報告セグメントに配分している。 

なお、前連結会計年度のセグメント情報については、変更後の区分及びセグメント損益の測定方法

により作成しており、前連結会計年度の「３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、

負債その他の項目の金額に関する情報」に記載している。 

  

２  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な

事項」における記載と概ね同一である。また、セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に

基づいている。 

  

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日)

現金預金勘定 40,884百万円 47,965百万円

預入期間が３か月を超える
定期預金

－ △100

現金及び現金同等物 40,884 47,865

(セグメント情報)
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   （減価償却方法の変更） 

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に

伴い、当連結会計年度より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法

人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税

法に基づく方法に変更している。 

なお、この変更によりセグメント利益又は損失に与える影響は軽微である。 

   
  

３  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日) 

 
(注) １  セグメント利益の調整額△38百万円は、セグメント間取引消去によるものである。 

２  セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 

３  資産を事業セグメントに配分していないので各セグメントの資産の額は記載していない。 

  

当連結会計年度(自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日) 

 
(注) １  セグメント利益の調整額△4百万円は、セグメント間取引消去によるものである。 

２  セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 

３  資産を事業セグメントに配分していないので各セグメントの資産の額は記載していない。 

  

(単位：百万円)

報告セグメント

合計
調整額 
(注)１

連結損益計算
書計上額 
(注)２土木事業 建築事業 不動産事業等

売上高

  外部顧客への売上高 90,327 158,045 15,555 263,928 ― 263,928

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

－ 21 958 979 △979 ―

計 90,327 158,066 16,514 264,908 △979 263,928

セグメント利益 
又は損失（△）

2,487 △2,339 2,542 2,689 △38 2,651

その他の項目

 減価償却費 346 541 934 1,821 － 1,821

(単位：百万円)

報告セグメント

合計
調整額 
(注)１

連結損益計算
書計上額 
(注)２土木事業 建築事業 不動産事業等

売上高

  外部顧客への売上高 94,494 146,001 12,755 253,250 － 253,250

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

－ 9 723 733 △733 －

計 94,494 146,010 13,479 253,983 △733 253,250

セグメント利益 
又は損失（△）

2,734 △2,458 2,395 2,671 △4 2,666

その他の項目

 減価償却費 361 469 926 1,757 － 1,757
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前連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

１  製品及びサービスごとの情報 

   セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略している。 

  

２  地域ごとの情報 

(1) 売上高 

 
（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類している。 

  

(2) 有形固定資産 

 本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90%を超えるた

め記載を省略している。 

  

３  主要な顧客ごとの情報 

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載

していない。 

  

当連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日) 

１  製品及びサービスごとの情報 

   セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略している。 

  

２  地域ごとの情報 

(1) 売上高 

 
（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類している。 

  

(2) 有形固定資産 

 本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90%を超えるた

め記載を省略している。 

  

３  主要な顧客ごとの情報 

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載

していない。 

  

該当事項なし。 
  

該当事項なし。 
  

該当事項なし。 

(関連情報)

(単位：百万円)

日本 東南アジア その他 合計

217,680 37,769 8,479 263,928

(単位：百万円)

日本 東南アジア その他 合計

207,259 45,009 981 253,250

(報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報)

(報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報)

(報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報)
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１．採用している退職給付制度の概要 

当社及び一部の連結子会社は、確定給付型の制度として、確定給付企業年金制度、複数事業主制度によ

る総合設立型厚生年金基金制度及び退職一時金制度を設けている。また、一部の連結子会社は、中小企業

退職金共済制度を採用している。 

 なお、従業員の退職等に際して、退職加算金を支払う場合がある。 

  

２．退職給付債務に関する事項 

   
(注)従業員の一部及び連結子会社の従業員については、退職給付債務の算定にあたり簡便法を採用している。 

  

３．退職給付費用に関する事項 

   
(注)簡便法を採用している従業員の一部及び連結子会社の退職給付費用は勤務費用に計上している。 

  

４．退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 

(1) 退職給付見込額の期間配分方法 

期間定額基準 

  

(2) 割引率 

  

 
  

(退職給付関係)

  前連結会計年度

（平成24年３月31日）

  当連結会計年度

（平成25年３月31日）

   百万円    百万円

退職給付債務 △22,124    △22,421 

年金資産（退職給付信託含む） 10,943    12,228 

未積立退職給付債務 △11,181    △10,192 

未認識数理計算上の差異 8,972    6,689 

未認識過去勤務債務 △730    △638 

退職給付引当金 △2,939   △4,142 

 

前連結会計年度
（自平成23年４月１日

   至平成24年３月31日）
 

  当連結会計年度
（自平成24年４月１日

   至平成25年３月31日）

   百万円     百万円

勤務費用 913     895 

利息費用 400     394  

期待運用収益 △184     △108  

数理計算上の差異の費用処理額 1,691     1,618  

過去勤務債務の費用処理額 △91     △91  

厚生年金基金拠出金 483     497 

その他 6 9

退職給付費用 3,219    3,215 

前連結会計年度
（自平成23年４月１日

   至平成24年３月31日）

  当連結会計年度
（自平成24年４月１日

   至平成25年３月31日）

1.8％ 1.8％
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(3) 期待運用収益率 

  

 
  

(4) 過去勤務債務の額の処理年数 

10年(発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数による定額法により費用処理している。)

  

(5) 数理計算上の差異の処理年数 

10年(各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数による定額法により按

分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することとしている。) 

  

５．要拠出額を退職給付費用として処理している複数事業主制度に関する事項 

(1) 制度全体の積立状況に関する事項 

 
  

(2) 制度全体に占める当社グループの給与総額割合 

 
  

(3) 補足説明 

前連結会計年度（平成24年３月31日） 

上記(1)の差引額の主な要因は、資産評価調整額△1,670百万円、未償却過去勤務債務残高△7,094百

万円、当年度不足金△10,350百万円、別途積立金2,250百万円である。 

本制度における平成23年３月31日現在の未償却過去勤務債務残高は平成28年３月までの元利均等償却

である。当社グループは、当期の連結財務諸表上、特別掛金95百万円を費用処理している。 

なお、上記(2)の割合は当社グループの実際の負担割合とは一致しない。 

  

当連結会計年度（平成25年３月31日） 

上記(1)の差引額の主な要因は、資産評価調整額12,433百万円、未償却過去勤務債務残高△13,396百

万円、当年度不足金△13,733百万円である。 

本制度における平成24年３月31日現在の未償却過去勤務債務残高は平成35年３月までの元利均等償却

である。当社グループは、当期の連結財務諸表上、特別掛金94百万円を費用処理している。 

なお、上記(2)の割合は当社グループの実際の負担割合とは一致しない。 

  

前連結会計年度
（自平成23年４月１日

   至平成24年３月31日）

  当連結会計年度
（自平成24年４月１日

   至平成25年３月31日）

退職給付信託を除く年金資産 2.5％ 1.5％

退職給付信託 0.0％ 0.0％

  平成23年３月31日現在   平成24年３月31日現在

   百万円    百万円

年金資産の額 200,504    202,443 

年金財政計算上の給付債務の額 217,370    217,139 

差引額 △16,865    △14,696 

平成23年３月31日現在 平成24年３月31日現在

6.4％ 6.4％
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（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在していないため記載していない。 

  

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりである。 
  

     

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりである。  
    

   
  

    該当事項なし。 

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

１株当たり純資産額 419円91銭 460円55銭

１株当たり当期純利益 9円85銭 12円31銭

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当期純利益 (百万円) 2,732 3,411

普通株主に帰属しない金額 (百万円) ― ―

普通株式に係る当期純利益 (百万円) 2,732 3,411

普通株式の期中平均株式数 (千株) 277,252 277,135

前連結会計年度末
(平成24年３月31日)

当連結会計年度末
(平成25年３月31日)

純資産の部の合計額 (百万円) 116,845 128,436

純資産の部の合計額から控除する金額 (百万円) 427 808

（うち少数株主持分） ( 427) ( 808)

普通株式に係る期末の純資産額 (百万円) 116,418 127,628

１株当たり純資産額の算定に用いられ
た期末の普通株式の数

(千株) 277,247 277,121

(重要な後発事象)
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

(単位：百万円)

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当事業年度 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 39,248 42,742

受取手形 4,201 3,977

完成工事未収入金 108,788 106,529

有価証券 59 －

未成工事支出金 23,309 26,353

販売用不動産 8,617 5,835

不動産事業支出金 2,057 2,200

材料貯蔵品 323 200

短期貸付金 462 205

関係会社短期貸付金 41 41

前払費用 82 87

立替金 18,099 13,001

その他 5,449 3,632

貸倒引当金 △717 △553

流動資産合計 210,024 204,255

固定資産   

有形固定資産   

建物 43,917 47,174

減価償却累計額 △24,556 △25,078

建物（純額） 19,361 22,095

構築物 1,941 1,945

減価償却累計額 △1,642 △1,621

構築物（純額） 298 323

機械及び装置 6,411 6,333

減価償却累計額 △5,889 △5,861

機械及び装置（純額） 522 472

車両運搬具 455 429

減価償却累計額 △433 △403

車両運搬具（純額） 21 25

工具器具・備品 2,233 2,148

減価償却累計額 △2,065 △1,971

工具器具・備品（純額） 168 176

土地 29,957 37,682

リース資産 242 238

減価償却累計額 △108 △142

リース資産（純額） 134 95

建設仮勘定 52 56

有形固定資産合計 50,516 60,929
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(単位：百万円)

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当事業年度 
(平成25年３月31日) 

無形固定資産   

ソフトウエア 1,003 813

その他 170 169

無形固定資産合計 1,174 983

投資その他の資産   

投資有価証券 41,582 55,117

関係会社株式 1,796 2,347

出資金 26 26

長期貸付金 408 404

従業員に対する長期貸付金 11 10

関係会社長期貸付金 194 231

破産更生債権等 4,627 3,300

長期前払費用 23 18

その他 5,238 4,323

貸倒引当金 △5,089 △3,719

投資その他の資産合計 48,820 62,061

固定資産合計 100,511 123,973

資産合計 310,536 328,229

負債の部   

流動負債   

支払手形 13,593 12,600

工事未払金 83,228 74,078

短期借入金 21,600 14,903

関係会社短期借入金 744 760

リース債務 42 40

未払金 1,306 3,196

未払費用 196 166

未払法人税等 136 448

未成工事受入金 16,178 21,662

預り金 16,887 13,777

前受収益 2 5

完成工事補償引当金 2,037 1,541

賞与引当金 650 912

工事損失引当金 4,320 3,224

不動産事業等損失引当金 2 15

損害賠償損失引当金 389 －

資産除去債務 1 －

従業員預り金 4,253 4,373

その他 163 129

流動負債合計 165,735 151,835
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(単位：百万円)

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当事業年度 
(平成25年３月31日) 

固定負債   

長期借入金 17,100 32,000

リース債務 95 57

繰延税金負債 6,965 11,353

退職給付引当金 2,911 4,115

環境対策引当金 225 226

資産除去債務 98 108

その他 2,924 3,554

固定負債合計 30,321 51,415

負債合計 196,057 203,251

純資産の部   

株主資本   

資本金 23,513 23,513

資本剰余金   

資本準備金 20,780 20,780

資本剰余金合計 20,780 20,780

利益剰余金   

利益準備金 5,878 5,878

その他利益剰余金   

買換資産圧縮積立金 1,252 1,114

別途積立金 51,475 51,475

繰越利益剰余金 4,454 6,331

利益剰余金合計 63,060 64,799

自己株式 △226 △242

株主資本合計 107,128 108,851

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 7,351 16,126

評価・換算差額等合計 7,351 16,126

純資産合計 114,479 124,977

負債純資産合計 310,536 328,229
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（２）損益計算書 

(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

売上高   

完成工事高 242,287 228,593

不動産事業等売上高 11,228 11,386

売上高合計 253,516 239,979

売上原価   

完成工事原価 231,106 217,852

不動産事業等売上原価 8,418 8,427

売上原価合計 239,525 226,279

売上総利益   

完成工事総利益 11,180 10,741

不動産事業等総利益 2,809 2,958

売上総利益合計 13,990 13,700

販売費及び一般管理費   

役員報酬 200 302

従業員給料手当 5,919 6,295

退職金 8 11

退職給付費用 1,205 1,069

法定福利費 725 701

福利厚生費 222 199

修繕維持費 72 82

事務用品費 468 429

通信交通費 779 808

動力用水光熱費 100 100

調査研究費 389 520

広告宣伝費 54 55

交際費 160 198

寄付金 14 69

地代家賃 268 257

減価償却費 431 413

租税公課 302 377

保険料 56 56

雑費 479 497

販売費及び一般管理費合計 11,858 12,449

営業利益 2,131 1,250
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(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

営業外収益   

受取利息 114 100

有価証券利息 2 7

受取配当金 1,213 707

為替差益 － 1,280

貸倒引当金戻入額 1,172 138

その他 370 569

営業外収益合計 2,873 2,803

営業外費用   

支払利息 996 669

為替差損 366 －

資金調達費用 371 190

その他 336 206

営業外費用合計 2,070 1,065

経常利益 2,934 2,989

特別利益   

固定資産売却益 100 5

投資有価証券売却益 963 764

特別利益合計 1,064 769

特別損失   

投資有価証券売却損 － 121

投資有価証券評価損 392 13

完成工事補償損失 1,564 －

環境対策引当金繰入額 1 0

損害賠償損失 － 131

子会社支援損 － 96

その他 481 65

特別損失合計 2,439 429

税引前当期純利益 1,558 3,329

法人税、住民税及び事業税 242 972

法人税等調整額 △685 △490

法人税等合計 △442 481

当期純利益 2,001 2,847

西松建設㈱　（1820）　平成25年３月期　決算短信

36



（３）株主資本等変動計算書 

(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 23,513 23,513

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 23,513 23,513

資本剰余金   

資本準備金   

当期首残高 20,780 20,780

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 20,780 20,780

資本剰余金合計   

当期首残高 20,780 20,780

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 20,780 20,780

利益剰余金   

利益準備金   

当期首残高 5,878 5,878

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 5,878 5,878

その他利益剰余金   

買換資産圧縮積立金   

当期首残高 1,189 1,252

当期変動額   

買換資産圧縮積立金の積立 76 －

買換資産圧縮積立金の取崩 △12 △138

当期変動額合計 63 △138

当期末残高 1,252 1,114

別途積立金   

当期首残高 51,475 51,475

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 51,475 51,475

繰越利益剰余金   

当期首残高 3,626 4,454

当期変動額   

買換資産圧縮積立金の積立 △76 －

買換資産圧縮積立金の取崩 12 138

剰余金の配当 △1,109 △1,108

当期純利益 2,001 2,847

自己株式の処分 △0 △0

当期変動額合計 828 1,877

当期末残高 4,454 6,331
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(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

利益剰余金合計   

当期首残高 62,169 63,060

当期変動額   

買換資産圧縮積立金の積立 － －

買換資産圧縮積立金の取崩 － －

剰余金の配当 △1,109 △1,108

当期純利益 2,001 2,847

自己株式の処分 △0 △0

当期変動額合計 891 1,738

当期末残高 63,060 64,799

自己株式   

当期首残高 △226 △226

当期変動額   

自己株式の取得 △2 △15

自己株式の処分 1 0

当期変動額合計 △0 △15

当期末残高 △226 △242

株主資本合計   

当期首残高 106,237 107,128

当期変動額   

剰余金の配当 △1,109 △1,108

当期純利益 2,001 2,847

自己株式の取得 △2 △15

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 890 1,723

当期末残高 107,128 108,851

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 6,526 7,351

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 824 8,774

当期変動額合計 824 8,774

当期末残高 7,351 16,126

評価・換算差額等合計   

当期首残高 6,526 7,351

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 824 8,774

当期変動額合計 824 8,774

当期末残高 7,351 16,126

純資産合計   

当期首残高 112,763 114,479

当期変動額   

剰余金の配当 △1,109 △1,108

当期純利益 2,001 2,847

自己株式の取得 △2 △15

自己株式の処分 0 0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 824 8,774

当期変動額合計 1,715 10,498

当期末残高 114,479 124,977
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６．その他

（１）個別受注高・売上高・繰越高

【建設事業】

前   期 当   期
対 前 期 比

 ( 23.4.1 ～ 24.3.31 ) ( 24.4.1 ～ 25.3.31 )

金 額 比 率 金 額 比 率 増 減 額 増減率

受 

注 

工 

事 

高

土 木

 百万円 ％ ％ 百万円 ％ ％ 百万円 ％

国内官公庁 69,599 54.2 73,041 67.0 3,441 4.9

国 内 民 間 14,691 11.4 12,476 11.4 △2,214 △15.1

海      外 44,204 34.4 23,592 21.6 △20,612 △46.6

計 128,496 100.0 51.4 109,110 100.0 44.6 △19,385 △15.1

建 築

国内官公庁 13,388 11.0 11,399 8.4 △1,988 △14.9

国 内 民 間 106,068 87.4 123,032 90.8 16,963 16.0

海      外 1,971 1.6 1,131 0.8 △839 △42.6

計 121,428 100.0 48.6 135,564 100.0 55.4 14,135 11.6

計

国内官公庁 82,988 33.2 84,440 34.5 1,452 1.8

国 内 民 間 120,760 48.3 135,509 55.4 14,748 12.2

海      外 46,175 18.5 24,723 10.1 △21,452 △46.5

計 249,924 100.0 100.0 244,674 100.0 100.0 △5,250 △2.1

完 

成 

工 

事 

高

土 木

国内官公庁 38,288 43.1 52,119 55.6 13,831 36.1

国 内 民 間 12,038 13.5 9,942 10.6 △2,095 △17.4

海      外 38,629 43.4 31,712 33.8 △6,917 △17.9

計 88,955 100.0 36.7 93,774 100.0 41.0 4,818 5.4

建 築

国内官公庁 22,752 14.9 13,915 10.3 △8,837 △38.8

国 内 民 間 129,608 84.5 118,831 88.2 △10,776 △8.3

海      外 970 0.6 2,071 1.5 1,101 113.5

計 153,331 100.0 63.3 134,818 100.0 59.0 △18,512 △12.1

計

国内官公庁 61,040 25.2 66,034 28.9 4,993 8.2

国 内 民 間 141,646 58.5 128,774 56.3 △12,872 △9.1

海      外 39,599 16.3 33,784 14.8 △5,815 △14.7

計 242,287 100.0 100.0 228,593 100.0 100.0 △13,694 △5.7

繰 

越 

工 

事 

高

土 木

国内官公庁 76,916 42.3 97,838 49.6 20,921 27.2

国 内 民 間 13,136 7.2 15,670 8.0 2,534 19.3

海      外 91,714 50.5 83,594 42.4 △8,120 △8.9

計 181,767 100.0 57.2 197,103 100.0 59.0 15,335 8.4

建 築

国内官公庁 17,305 12.7 14,790 10.8 △2,515 △14.5

国 内 民 間 117,266 86.2 121,467 88.8 4,201 3.6

海      外 1,530 1.1 589 0.4 △940 △61.5

計 136,102 100.0 42.8 136,847 100.0 41.0 745 0.5

計

国内官公庁 94,222 29.7 112,628 33.7 18,405 19.5

国 内 民 間 130,402 41.0 137,137 41.1 6,735 5.2

海      外 93,244 29.3 84,184 25.2 △9,060 △9.7

計 317,869 100.0 100.0 333,950 100.0 100.0 16,080 5.1

【不動産事業等】

前   期 当   期
対 前 期 比

 ( 23.4.1 ～ 24.3.31 ) ( 24.4.1 ～ 25.3.31 )

金  額 金  額 増 減 額 増減率

  百万円 百万円 百万円 ％

売  上  高 11,228 11,386 157 1.4
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※新任取締役候補者及び新任監査役候補者は、平成25年６月開催予定の第76期定時株主総会において

正式に決定される予定です。 

（２）役員の異動 （平成25年６月27日付予定）

１．取締役の異動

① 新任候補者

取締役（社外） 佐 藤 信 昭 弁護士

現 サムティ株式会社 社外監査役

現 株式会社ロイヤルホテル 社外監査役

② 退任予定者

取締役（社外） 逢 坂 貞 夫

２．監査役の異動

① 新任候補者

監査役（社外） 上 杉 純 雄
現 株式会社損害保険ジャパン 社外監査役

現 株式会社ジェイティービー 社外監査役

② 退任予定者

監査役（社外） 井 内 康 文 （顧問に就任予定）
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